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O.はじめに

古ウパニシャツド(以下【伊)の思想と初期仏教の思想は、我(=アートマン)を認めるか否

かという桜本的な部分で見解を異にしており、ゅの思想は仏教では外道 (tirthika)のーっと

して批判されている。そして仏教もまた、 Veda聖典の権威を承認する者たちからナースティ

カ (nastika、異端派)などと批判される。しかし、中村 [1974.p. 8Jに述べられるように両

者の教説には類似する部分が多く、それらは単なる文章上の類似としてしまえるほど単純なも

のではない。そのような表現を一つ一つ精査し、その上で両思想問にどのような関連性がある

のか、あるいは本当に単なる文章上の類似にすぎないのかを検討する必要がある。

本稿では、【伊の思想と初期仏教の思想との関係に関する一つの見方を提示する。それにあ

たり、両思想において克服すべきとされる苦の観念に着目する。ゅの苦の観念は、正い、知l

を得た者・が到達する境地において否定されるものとして、あるいはアートマンやブラフマンの

形容表現によって否定されるもの(以下これを「アートマンの形容表現」と呼ぶ)として現われ

る。一方、初期仏教の苦の観念はフーッダが説く四苦に代表される。このように、両思想におい



古ウパニシャツドと初期l仏教 63 

て共通して、重要な教説の中で苦の観念が兄られるのである。本稿では、特に Chandogya-

ゆan今αd(以下ChU)に見られる苦の観念に着目して、仰の思想と初期仏教の思想の関連

性について考察する。

両思想、の関係について、 Brhadara1Jyaka-UpanI$ad (以下BλU)に着目した研究として後藤

[1996]がある。後藤氏は BλU.IVに見られるアートマンの形容表現である「老いない

(ajara) J、「死なない (amara)J、「不死の (amrta)J、「恐れなき (abhaya)Jと、初転法輪の教

説中に見られる四苦、すなわち「生 (jati)J、「老 (jara)J、「病 (vyadhi)J、「死 (maraQa)J と

を比較した。そして、アートマンの形容表現と7'ッダの四苦は肯定・否定の関係で対応すると

した。

① 

BλU.IV 四苦 (Vinaya，1 ) 

「老いない (ajara)J

Ef(jato  「死なない (amara)J 「老 (jara)J 

「不死の (amrta)J 「病 (vyadhi)J 

「恐れなき (abhaya)J 「死 (marana)J

以下ではまず、 BAUとChUに見られる上記以外のアートマンの形容表現から、両 Upに

おいて何が苦であるとされていたのかを概観する。その上で、筆・者が特に着目する ChU.VIIに

おける苦の観念について取りあげる。 ChUは成立時期がBAUとおおよそ同じ頃であり、分

量も BAUに次ぐ長編である。また BλUと同様に「五火二道」の思想、や「党我一如」の思想

といった内容を合むため、砂の研究を行うにあたっては BλUと並んで重要とされる。

その ChU.VIIに見られる苦の観念は「正しい見解を持つ人は死を見ない。病気を見ない。苦

しみもまた見ない」というように表される。ここでは直接的にアートマンの形容表現として説

かれているわけではないが、死、病気、苦しみを退けるべきものとして扱っている。そして、

特に病気を苦と捉えている点が他の苦の観念と異なり、四苦の内の病苦との共通性を見出せる

のである。この ChU.VIIの苦の観念を、後藤氏の方法に倣って7'ッダの苦の観念と比較する。

なお、両仰を読解するにあたり、シャンカラ (Sankara、700-750頃)の註釈(以下シャン

カラ註)である ChU.b/~ya (以下 ChU.BhJ と BÃU.bJ~ya (以下BλU.BhJが現存する設釈
② 

ではおそらく最古のものであるため重要であり、こちらも参照した。
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1.古ウパニシャツドにおける苦の観念の諸相

1-1. Brhadar仰 :yaka砂ani$adIVにおける苦の観念

BAU.IV. 1-4では、ヤージュニャヴァルキャ (Yajnavalkya)がジャナカ(Janaka)王に

対してアートマンの教説を説く。この中でアートマンの形容表現として「老いない (ajara)j、

「死なない (amara)j、「不死の (amrta)j、「恐れなき (abhaya)jの四語が用いられる。
ー③
BAU.IV， 4， 25 

実に、このように偉大で不生のアートマンは、老いない、死なない、不死の、恐れなき、

プラフマンである。実に、ブラフマンは恐れなきものである。実に、このように〔ブラフ

マンを〕知っている者は、恐れなきブラフマンになる。

後藤氏は、この「不死のJについて、「死というものをそもそも持たない」ではなく「一旦
④ 

死んだ者が天界で再死することなく、従って地上に再生することがない」と解し、「死なない」

と区別した。そして四苦の中の「生 (jati)jについて、本来輪廻の中での再生を意味していた
⑤ 

と考え、 BAUの r不死のJ と対応するとした。このことから、初期仏教に現われる世界観・

人生観は Upの生死観を受け継いだ延長上にありつつ、 BAUのそれと比べると、輪廻に対す
@ 

る観念、思弁の一段階進んだ姿を示し、且つより普遍的に人間一般を対象とする性格が強いと

述べている。
⑦ 

上記の形容表現について シャンカラはそれぞれ、「老いない」については「歳をとらない

とは、変化しないという意味であるJ とし、「死なない」とは「老いないので、それ故に死な

ない、つまり死ぬことがないというのがamaraであるJ とする。「不死の」については「不生

であり、老いない、つまり不滅のものであるJから「不死Jであるとする。そしてこれらの

「誕生を始めとする三つの状態の変イヒ」を免れているから「恐れなき」としている。生まれる

こと、老いること、そして死ぬことは恐れの対象であり、その恐れること自体もまた免れるべ

きものとして捉えられている。シャンカラの解釈によれば「不死の」とは「不滅 (avinasin)j 

であるため、四苦との対応という点では「生」苦には「不生 (aja)jが対応すると考えられる。
⑧ 

そして BAU.IVには「病 (vyadhi)j苦と対応する語は見られない。

以上がBAU.IVにおけるアートマンの形容表現である。このように、アートマンの形容表

現によって否定される「老い」などがゆによって克服すべき「苦J であると考えられる。以

下ではこのような E争に見られる苦の観念のうち、 BλUとChUにおける他の用例を検証す

る。



古ウパニシャツドと初JgJ仏教 65 

1-2. Brhadara1Jyaka砂ani$ad、ChandogyaUpan~ad における苦の観念

上記のような苦を否定するアートマンの形容表現がBλU、ChU中で他にも見られる。各

教説の表現には共通項も存在するが決して一様ではなしこの時点では四苦のように数ある苦

の中でいくつかを特別視することはなかったのであろう。

管見の限り、 BAu.III， 5， 1、ChU.IV， 15， 1、VIII，1， 5、4，1、7，1にそのような形容

表現が見られる。

@ 

. BAu. III， 5， 1 

さて、カホーラ・カウシータケーヤは彼(ヤージュニャヴアルキャ)に尋ねた。「ヤージ

ュニャヴアルキャよJ と。〔カホーラ・カウシータケーヤは〕言った。

(カ)r眼前にあり、現前するブラフマン、つまり一切の内部にあるアートマンというもの

を、それを私に説明してほしい。」

(ヤ)rあなたのアートマン、それが一切の内部にあるものである。J

(カ) rヤージュニャヴァルキャよ。何が一切の内音I~にあるものなのか。」

(ヤ)r飢えと渇き、憂苦、痴、老い、死を越えるものである。実に、そのようなこのアー

トマンを知ってから、バラモンたちは息子を追い求めること、財産を追い求めるこ

と、世界を追い求めることを捨てて、そして食物を乞うて歩き回る。なぜなら、息

子を追い求めることは財産を追い求めることであり、財産を追い求めることは世界

を追い求めることだからである。なぜなら、それら 2っこそが追い求めることであ

るからである。それ故に、バラモンは学識を捨てて、恐かさに留まるべきである。

愚かさと学識とを捨てて、それから聖者となる。聖者でない状態と聖者の状態を捨

てて、それからバラモンとなる。J

(カ)r彼は何によってバラモンたりうるのか。」

(ヤ)rそれによって〔バラモン〕たりうるようなもの、正にそれによってそのようになる。

それ以外のものは悩まされるものである。」

そこで、カホーラ=カウシータケーヤは沈黙した。

BλU. II1， 5， 1では、カホーラ=カウシータケーヤ (KaholaKau頃takeya)がヤージュニャ

ヴァルキャにブラフマンとアートマンの教えを請う。ここでは、アートマンの知を得たバラモ

ンは息子、財産、世界(幸福な米世)を追い求めることを捨てて、乞食の生活を送るべきであ

るとされる。そして、ここでのアートマンとは「飢えと渇き (asanayapipasa)J、「憂苦

(soka) J、「痴 (moha)J、「老い (jara)J、「死 (mrtyu)J を越えるものである。
⑩ 

シャンカラは「飢えと渇き」を「食べることを欲していること J r飲むことを欲しているこ
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とJであるとしている。また、「憂苦」については「憂苦とは欲望 (kama)である。求められ

る事物について考えている者にとって喜ばしくないもの、それは渇愛に支配された者にとって

の欲望の種である。なぜなら、それによって欲望は燃え上がるからである」と述べ、「痴」に

ついては「誤った観念から生じるものであり、識別力の不足 (aviveka)であり、迷妄

(bhrama)である。そしてそれ(痴)は無知であり、一切の無益なものを生み出す種である」

と述べている。「老いJ とは「行為と器官の集合体の変化」であり、「死」とは f(老いという〕

変化の終わり Jであるとする。

@ 

・ChU.IV. 15. 1 

「眼において見られるプルシャ、それはアートマンである」と彼(サティヤカーマ=ジャ

ーパーラ)は言った。それは不死であり、恐れなきものである。これはブラフマンである。

それ故に、もしそこ(限)にバターあるいは水を注いでも、〔上下の〕まぶたの方へ向か

うのである。

ChU. IV. 15では、サティヤカーマ=ジャーパーラ (SatyakamaJabala)がウノマコーサラ=

カーマラーヤナ (UpakosalaKamalayana)にアートマン及びブラフマンの教説を説く。

ここでは、アートマンは「不死 {amrta}Jであり「恐れなき {abhaya)Jものであると説か

れている。後の ChU.IV. 15. 5において神道 (devapatha)の教説が説かれるため、ここでの

「不死」は「輪廻を免れた」、つまり「再死しない」という怠昧であると考えられる。そしてそ

れ故に「恐れなき」ものとされる。

シャンヵ字はこの「不死」と「恐れなき」を関連づけて、「それは不死である。死なない特

性を有する者は、正に不滅であるから、恐れなきものである」と解している。「老い」や現世

における「死」にあたる語は見られないが、 BAu.IVのアートマンの形容表現と同様のものと

思われる。

⑬ 

・ChU.VOI. 1. 5 

それ(プラフマンの都城)の老いによってそれ(小さい白い蓮華の家)は老いない。それ

(プラフマンの都域)の殺害によってそれ(小さい白い蓮華の家)は殺されない。それは真実

のブラフマンの都城であり、そこには諸々の欲望が含まれる。

そのような悪が打ち払われたアートマンは、老いから離れていて、死から離れていて、

憂苦から離れていて、飢えから離れていて、渇くことな〈、真実の欲望を有し、真実の意

図を有する。

ChU.VIsは「プラフマンの都域 (brahmapura)Jとその中にある「小さい白い蓮華の家
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(dahara pUI)Qarika vesma) J、さらにその内部にある「小さい内的な空間 (daharaantarakasa) J 

の中にあるもの(=アートマン)についての教説である。「ブラフマンの都城」と「小さいjlliの
⑪ 

花」はそれぞれ「身体 (deha)J と「心臓 (hrdaya)Jのことであるとされ、これは人聞の身体

におけるブラフマンとアートマンの教説であるとされる。

ここではアートマンは「老いから離れ (vijara)J、「死から離れ (vimrtyu)J、「憂苦から隙れ

(visoka) J、「飢えから離れ (vijighatsa)J、「渇くことなく (apipasa)J、「真実の欲望を有し

(satyakama) J、「真実の意図を有する (satyasarpkalpa)J ものである。 ChU.VIIIは人体におけ

るアートマンの教説であるため、これらは呪l止における人間の性質として従えることができる。
⑮ 

シャンカラはそれぞれ、「老い」とは「身体の変イヒJ、「死J とは「殺害によって殺されるこ

と」、「憂苦」とは「求められたものなどに〔手が〕周かないことを原因とする心の苦痛」、「飢

え」とは「食物を欲すること」、「渇き」とは「飲み物を欲することJ、「真実の欲望」とは「虚

偽ではない欲望」、「真実の意図」とは r(真実の)欲望を原因とする(真実の)意図」であると

している。

@ 

・ChU.VIII， 4， 1 

さて、アートマンというもの、それはこれらの世界が混合しないようにするための堅固

な隔控である。そのような隔壁を、昼と夜とは越えない。老い、死、憂苦、善行、悪行は

〔越えない〕。一切の悪はそこから戻る。なぜなら、そのようなプラフマンの世界は、悪が

打ち払われているからである。

ここでは、「アートマンは~である」という形式ではなく、アートマンという隔壁を老いな

どは越えないという形式である。同じ ChU.VIIIでの教説なので、「老い (jara)J r死 (mr;tyu)J 

「憂苦 (soka)JはChU.V1I1， 1， 5と同様のものであると見て良いだろう。「善行 (sukrta)J 

「怒行 (du号kr;ta)J については具体的に何かを示しているのではなく、アートマンは普惑を離

れた純粋なものであることを示すために用いられていると考えられる。。
シャンカラはここでの「老いJ r死J r憂苦」には特に註を付していないが、「善行J rHB行」

⑩ 

については「正義と不正」であるとしている。また、本文の「越えない (natarati) J に対す

る註釈でアートマンに「老いJ などが無い理由を述べている。すなわち、アートマンは原図で

あり、その結果として存在する長と夜などは原因を通り抜けることができないからであると解

している。

⑮ 

・ChU.VIII， 7， 1 

「悪が打ち払われた、老いから離れた、死から離れた、憂苦から離れた、飢えから離れ
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た、渇くことがなく、真実の欲望を有し、真実の意図を有するようなアートマン、それは

求められるべきであり、それは認識しようとされるべきである。そのようなアートマンを

徹底的に知り、認識する者は、一切の世界を獲得し、一切の欲望を n前たす)Jとプラジ
ャーノマティは言った。

ChU. vm， 7は神々の代表として選ばれたインドラ(lndra) と、悪魔たちの代表として選ば

れたヴイローチャナ (Virocana) とがブラジャーパティ (Prajapati)にアートマンの教説を求

める内容である。「老いから離れた (vijara)Jなどの意味については ChU.VIII， 1， 5のものと
@ 

閉じ意味であろう。

BAU. I1I， 5， 1 飢えと渇き (asanayapipasa)、憂苦 (soka)、痴 (moha)、老い (jara)、死

(mrtyu) (を越える〕

BAU.IV， 4， 25 老いない (ajara)、死なない (amara)、不死の (am此a)、恐れなき (ab-I

haya) 

ChU. IV， 15， 1 不死の (amrta)、恐れなき (abhaya)

CJz U. VIII， 1， 5 老いから離れた (vijara)、死から離れた (vim此yu)、憂苦から離れた

(visoka)、飢えから離れた (vijighatsa)、渇くことがない (apipasa)、真実の

欲望を有す (satyakama)、真実の意図を有す (satyasarpkalpa)

ChU. VIII， 4， 1 〔アートマンという隔壁を〕老い (jara)、死 (mrtYl1)、憂苦 (soka)、善行

(sukrta)、悪行 (duskrta)(は越えない〕

ChU. VIII， 7， 1 悪が打ち払われた (apahatapapman)、老いから離れた (vijara)、死から離れ

た (vimrtyu)、憂苦から離れた (visoka)、飢えから離れた (vijighatsa)、i昂
くことがない (apipasa)、真実の欲望を有す (satyakama)、真実の意図を有

す (satyasarpkalpa)

このようにアートマンの形容表現には種々のものが見られるが、「老い」と「死」がないこ

とがほぼ共通している。「老い(jara)Jは文字通りの老化のことである。「死なない (amara、

vimrtYl1)Jは「不死の (amrta)Jと区別され、前者は現世における死が無いことを示し、後者

は「不滅 (avinasya)Jの意味である。「不滅」とはすなわち恒常であり、「輪廻を免れたJrあ

の世で再死しない(=再生しない)J という意味であろう。「憂苦 (soka)Jはシャンカラによる

と「欲望 (kama)Jが原因であり、「飢え (asanaya、jighatsa)J r渇き (pipasa)J も合わせて

欲望が満たされないことによる苦であると考えられる。

2. Chandogya ~μnisad VIIにおける苦の観念

ChU.Vsにおいて、「正しい見解を持つ人は死を見ない。病気を見ない。苦しみもまた見な

い」という筆者が着目する苦の観念が見られる。この苦の観念は前述のようなアートマンの形
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容表現ではなく、正しい知を得た者が獲得する果報によって否定されるものとして説かれる。

そして上記の苦の観念と異なり、病気の克服が説かれている。

2-1. Chandogya (_やani$adVIIの概要

ChU. VIIは、ナーラダ (Narada)がサナット=クマーラ <SanatKumara) にアートマンにつ

いての教説を求め、またそれによって憂苦 (~oka) を克服することを求める物語である。そこ

では、リグ・ヴェーダに始まる種々の知識を身につけたナーラダがサナット=クマーラに次の

ょうに言う。
@ 

ChU. VII， 1， 3 

「尊師よ。そのような私は聖句を知っているのみで、アートマンを匁lらない。実に、尊

師のような人々から私が聞いたことは「アートマンを知る者は憂苦を克服する」というこ

とである。尊師よ。そのような私はI嘆きて苫しんでいる。尊師はそのような私を憂苦の彼方

に波らせたまえ」と。

ChU. VIIでは「名称、 {naman)jを始めとする様々なものの神格化が次々と説かれ、それらが

段階的にまとめられている。シャンカラはこの ChU.VIIは此岸的な (arvak)変異を特徴とす
@ 

る諸々の真.実を示すための教説であるとしている。

ナーラダは「神のごとき仙人 (devar手i)jの代表と称されるほどのバラモンであり、 Veda
@ 

文献中では教えを説く人物として登場することが多いが、 ChU.VIIでは教えを求める立場であ

る。そしてそのようなナーラダに教えを説くサナットニクマーラは ChU.VIIのみで見られる特
@ 

異な思想家である。

ChU. VII， 1は、最初にナーラダがサナット=クマーラに教えを求めるところから始まる。
@ 

ナーラダは、当時主要であった学問に通じていたが、アートマンの教説を知らなかった。それ

故に憂い苦しんで、サナット=クマーラにアートマンの教説を求めた。サナット=クマーラは

そのようなナーラダに対し、これまでに何を学んだのかを尋.ねる。ナーラダは学んだ学問を伝

えたが、サナット=クマーラはナーラダが学んだことは「名称」にすぎないとした。そして、

ChU. VII. 2において、「言語能力 (vac)j は(名称を含む)一切を知らしめるものであるため、

名称より偉大であると説く。その後、「もっと偉大なものはあるか?j というナーラダの問い

に答える形で ChU.刊.15までにおいて、 rxはYより偉大である」というように、あるもの
(y)が生じる原因となるもの (X) は、そのあるもの (y) より偉大であるという形で、偉大

でないものから順次、意 (manas)、意図 (saJTlkalpa)、忠 (citta)、熟慮 (dhyana)、認識 (vij-

白ana)、力 (bala)、食物 (anna)、水 (ap)、熱 (tejas)、虚空 (akasa)、記憶 (smara)、希望 (asa)、

生気 (prar:la)が説かれる。そして、この生気の偉大'性を兄、思い、認識するものは雄弁な者-
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(ativadin)になるとされる。

続く ChU.VII， 16において、雄弁な者となるのに必要な更なる条件として、真実によって語

ることが必要とされる。そして ChU.VII. 17において、真.実によって諮るためには認識するこ

とが必要とされる。このように ChU.VII， 16-22において、雄弁な者となる諸条件として順次、

真実〔を語る) (satya) 、認識する (vi.~jflã) 、思う (~man)、信じる (~sraddhã) 、〔物事を〕完

成させる (nil:tイsthã)、行ずる (~kr) 、幸福〔を得る) (sukha)が説かれる。

そして、 ChU.刊， 23-25では、アートマンの教説の最終段階として「豊富 (bhuman)J と

いう状態が説かれる。豊富とは ChU.VII. 1-22までの各教説を学んだナーラダが最後に学ぶ

ものであり、 ChU.VIIにおいて理想とされる境地である。つまり、盟MはChU.VIIの教説を正

しく知る者が到達する境地であり、これに対して教説を正しく知らない場合は「僅少 (alpa)J 

であるとされる。

2-2.苦の観念
@ 

ChU. VII， 26は、 ChU.VIIを総括する節である。 ChU.VII， 26， 1では、これまでの教説の総

括として、 ChU.VII. 22までに説かれてきた各項目はアートマンから生じるものであるという
@ 

ことが述べられる。またそれによって、これまで説かれてきた何ものよりもアートマンが偉大
@ 

であることを示唆している。続く ChU.VII. 26. 2で、 ChU.VIIの締めくくりとして、一つの

詩節によって教説を正しく知る者が獲得する果報が示される。
@ 

ChU. VII， 26， 2 

それについて、この詩節がある。

「正しい見解を持つ人は死を見ない。病気を見ない。苦しみもまた見ない。

正しい見解を持つ人は、実に全てを見て、あらゆる点において全てを獲得する」と。

この内、「正しい見解を持つ人は死を見ない。病気を見ない。苦しみもまた見ない」が克服

すべき苦の観念であると考えられる。正しい見解を持つことによって、死、病気、苦しみを見

ない。つまり死、病気、苦しみは見るべきものではなく、正しい見解を持つことでそれらを退

けるべきであるということである。正しい見解を持つ人とは、 ChU.VIIに示される教説を正し

く知る人、すなわち豊富な状態である人のことであろう。そして ChU.VII， 25にて豊富はアー
@ 

トマンと同置される。アートマンは個人の線本原理であるため、アートマンの教説を知ったこ

の者についての「死を見ない、病気を見ない、苦しみもまた見ない」はアートマンの形容表現

としても見ることができる。

この筒所について、シャンカラは以下のように解釈する。
@ 

ChU.Bh.刊， 26， 2 
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さらにまた、それについて、この意味に関して、この詩節がある、聖句も存在する。正

しい見解をもっ人は見ないとは、正しい見解を持つ人は、上述の見解を有する賢者は、と

いう意味である。死と、死ぬことと、病気と、熱などと、苦しみを、苦しい状態をもまた

見ない。実に、全てのものを、正に、全てのものを、彼は、正しい見解を持つ人は見る、

実に、アートマンである一切を。それ故に、あらゆる点において全てを獲得する、あらゆ

る面で。

これによると、「正しい見解を持つ人」は「上述の見解を有する賢者」であり、つまり

ChU. VIIの教説を知る者である。そして「死」、「病気」、「苦しみ」は、それぞれ「死ぬこと

(maraQa) J、「熱など (jvaradi)J、「苦しい状態 (du!:tkhabhava)Jのことである。

これを踏まえて「死〔を見ない)J、「病気〔を見ない)J、「苦しみ〔を見ない)Jについて考

察する。

まず「死」について、他のゅでは現世における死を表すものとして使用されている。さら

に、 ChU.VIIは此伴的な真実に京点を置いた教説である点、「病気」と同列に扱われている点

から、あの世での再死ではなく君主世における死を示していると考えられる。

次に「病気」について、これは文字通りの「病気」を指すと見られる。なお、管見の限りで

はあるが、 BAuとChU中で「病気」の克服が説かれている所はこの筒所と ChU.VlII以外に
@ 

は見られない。

「苦しみ」については、シャンカラが「苦しみの状態」としているように、具体的に何かの

苦しみを指しているのではなく、死と病気とは別に置かれながらも、あらゆるものを原因とす

る苦しみ一般を指すと考えられる。管見の|出り、 BAu、ChU内で他に duhkhataという語が

用いられている筒所は見られず、 BλU.IV，4，凶こおいて duhkhaが見られるのみであ2。
中村 [1980，p. 11]によると「この彪大なヴェーダ聖典(但しウパニシャツドを除く)のうち

@ 

には、苦 (du!:tkha)という語が一回も現れない」とある。 Veda聖典の時代には、人々は前述

のような種々の苦しみを体験してはいたが、それらを一括りにした「苦」という概念が成立し

たのは、初期のゆの時代においてなのであろう。それ故に、この時点では仏教のように数あ

る苦の中から特に重要なものを取り出し、一思想として一指りにすることはなかった。そして、

防ではそれらの背が無いとされるアートマンの知を得ることで、苦を免れることを求めてい

たと考えられる。

3.初期仏教における苦の観念との比較

初期仏教における苦の観念を代表する四75は初転法輸の教説において見られる。以下では最

も典型的な教説として励。yα，1を参照す2。
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@ 

Vinaya， 1 ， 6， 18 

ところで、比丘たちよ。これが苦しみという聖者たちにとっての真実である。生も苦しみ

である。老も苦しみである。病も苦しみである。死も苦しみである。好ましくない者たち

と出会うことは苦しみである。好ましい者たちと別れることは苦しみである。欲している

けれども得られないようなこと、そのこともまた苦しみである。要するに、五つの執着の

素因の集まりもまた苦しみである。

ChU. VIIの苦の観念との関係については、まず「病」と「死」については「病気〔を見な

い)Jと「死〔を見ない)Jがそれぞれ対応する。しかし、 ChU.VIIには「生」と「老」にあた

る文言はない。よって、 ChU.刊のみから読み取れる苦の観念ではこれらの四苦とは完全に一

致するとは言い難い。しかし、 ChU.V11の「苦しみ〔を見ない)Jは包括的な語であり、様々

なものを原因とする苦しみ一般を指すものである。従ってそこには様々な苦が想定されている

のであり、その中に「生」と「老」を見出し得るかどうかが肝要である。

まず「生(=再死)Jについて、 ChU.V11本文では再死あるいは誕生を苦とする文言は見られ

ない。しかし、例えばChU.Vの五火二道説では五火説を正しく知ることが神道を進む粂件と

されているように、ゅでは正しい知を有することは輪廻からの解脱の条件となる。また
@ 

ChU.Bh. vn， 24， l'こおいて、豊富の状態である者は輪廻しないと説かれている。笠宮である
者は正しい見解を持つ者であるため、その者が輪廻しないということは再死の苦しみを見ない

ということである。よって「苦しみ〔を見ない)Jには「生Jの意味も合まれ得ると考えられ

る。

次に「老」について、これも同様にChU.VII中には「老い〔を見ない)Jにあたる文言は見

られない。けれども、前述の通りアートマンに「老い」が無いことを示す文言は他の Upでは

度々見られる。よって、「老い〔を見ない)Jも「苦しみ〔を見ない)Jに合意され得ると見て

よいだろう。従って、「生」と「老」について、「苦しみ〔を見ない)Jがそれらを合意するも

のとして、シャンカラ註や他の Upから関係を補うことができると考える。

CJzU. (刊) 四苦 (Vinaya，@I) 

「死〔を見ない)(mrtyu) J 「生(jati)J 

「病〔を見ない)(roga) J 「老 (jara)J 
←一一今本文

「苦しみ〔を見ない)(duhkhata) J 「病 (ηradhi)J 
ぐ・ーー+ シャンカラ註

「死 (marana)J
ぐー・…ぅ他の句P

BλU.IVでは「病」にあたる文言が見られず、 ChU.V11ではChUの他の章における記述や、
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シャンカラの註釈を参照することでようやく四背との対応が見られる。その他の U戸に見られ

るアートマンの形容表現も一様でなく、これらは問背とすぐに一致するとは言い難い。

しかし、 BAU、ChUには仏教で苦とされる 4つは既に一通り現れており、これらから推察

される「苦」の観念は、ブッダが「苦」であるとしたものとおおよそ一致すると考えられる。

その上で、 BAU、ChUにおいて他に「病気」の克服を説く例は少ないけれども、 ChU.VIIな

どにおいて「病気」の克服が説かれていることは、初期仏教における苦との関連性を考察する

にあたって重要な手掛かりとなるであろう。この点で、 ChU.VIIの苦の観念と初期仏教の苦の

観念の共通性が見出せる。

ところで、上に見てきたような匹l苦であるが、この思想が定型化する前の段階では「背」と

見なされるのは生、老、病、死の4つで、はなかった。1:1:1村 [1974]によると、四苦の教説は以

下のようなブッダの若かりし頃の反省に由来するという。
@ 

Anguttara-Nik，砂rJ(以下A.N). III. 38 

比丘たちよ。私はこのように裕福で、またこのように究めて優美であることによって、

この知く思った。

実に、無聞の凡夫は、自らが老いる者であり、老いを免れていない者でありながら、他

の老いた者を見て'悩み、恥じ、嫌う。実に自らを越えて。実に私もまた老いる者であり、

老いを免れない者である。しかし、実に私は老いる者であり、老いを免れない者でありな

がら、他の老いた者を見て、悩み、恥じ、嫌うであろう。このことは私にとって相応しく

ない。比丘たちよ。そのような私について観察されたので、若い時の若さの騎りのような

もの、それは全て拾てられた。

実に、無聞の凡夫は、自らが病気になる者であり、病気を免れていない者でありながら、

他の病気の者を見て、悩み、恥じ、嫌う。実に自らを越えて。実に私もまた病気になる者

であり、病気を免れていない者である。しかし、実に私は病気になる者であり、病気を免

れていない者でありながら、他の病気の人を見て、悩み、恥じ、嫌うであろう。このこと

は私にとって相応しくない。比丘たちよ。そのような私について観察されたので、健康な

時の健康故の騎りのようなもの、それは全て捨てられた。

実に、無聞の凡夫は自らが死ぬ者であり、死を免れていない者でありながら、他の死者

を見て、悩み、恥じ、嫌う。実に自らを越えて。実に私もまた死ぬ者であり、死を免れて

いない者である。しかし、実に私は死ぬ者であり、死を免れていない者でありながら、他

の死者を見て、悩み、恥じ、嫌うであろう。このことは私にとって相応しくない。比丘た

ちよ。そのような私について観察されたので、生きている時の生きている故の騎りのよう
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なもの、それは全て捨てられた。

ここでは、「老 (jara)J、「病 (vyadhi)J、「死 (marana)Jについてのブッダの反省が見られ

る。中村 [1974]はこれが発展して四門出遊の説話が成立し、さらに後代になって教義学的反

省が加わった後、「生」の苦しみが加わって四苦及ぴ八苦の思想となるとい字。円安」という語

は明示されないけれども、初期仏教において四苦の観念が定型化するのに先行して、老、病、

死が一括りにされ克服すべきものとされる段階が存在していたと考えられる。この点において、

ChU. VIIの苦の観念と初期仏教の苦の観念との共通性がより強く見出せる。

ChU. (刊) プッダの苦 (A.N.IID

r死[を見ない〕 {mrtyu)J K&2 J、7注 r老 (jara)J 

「病〔を見ない)(roga)J E )(  ) r病 (vyadhi)J
←→本文

「苦しみ〔を見ない)(dubkhata) J 1.:- ~ r死 (marana)J
十・・・・・ぅ 他の Up

4.おわりに

以上、 ChU.刊を中心として、仰に見られる苦の観念とブッダが説いた(四)苦との対応

関係について考察した。

苦の観念について、 ChU.VIIに説かれる苦の観念と四苦との間に一応の対応関係は窺えたが

明確な一致は見られなかった。しかし、他の Upも含めて当時の「苦」全体を推察すると、そ

こにはプッダが説いた「苦」に相当するものが既に現れており、両者における「苦Jはおおよ

そ一致すると考えられる。つまり、初期仏教と砂は「老」、 r死」などを「背」として捉えて

いたように、「苦」に関しである程度共通する観念を持っていたと思われる。その上で ChU.

mにおける苦の観念は「病気」について言及されている点で、他のゆにおける苦の観念より

も7"ッダが説く苦との共通点が多く、ここに初期仏教との近似が見られる。また、仏教におけ

る苦の観念が四苦として定型化するまでの過程を遡ることで、ゅの苦の観念との類似性をよ
@ 

り顕著に見出し得る。特に A.N.IIIにおける苦の観念は、 Vinaya，Iにおけるそれよりも

ChU. VIIとの共通性が見出しやすいのである。この両思想聞の苦の観念の対応関係から、その

変遷の過程が辿れるのではないだろうか。このように、 ChU.VIIを手がかりとして推察される、

E砂で理想とされるアートマンの知によって到達する境地と、ブッダが望み、仏教において理

想とされる苦の消滅は、完全に一致するものではないにしろ、関連性が見られる。

さて、以上のような理想とする境地の達成手段についても【争と初期仏教の共通性を見出す
@ 

ことができる。 ChU.VII. 24. 1では理想とする「豊富」の状態について「そこにおいて他の
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ものを見ず、他のものを聞かず、他のものを認識しない、それは豊富で唱ある」と説かれる。こ
@ 

れについてシャンカラは「しかし、この場合、思うことも言われていると見るべきである」と

述べ、この見る、 IltJ く、認識するの表現中に「思う (~man)J も含まれているとする。このよ

うに、理想の境地の表現にあたり、見る、聞く、思う、認識することの否定表現が用いられる
@ 

ことは仏教聖典においても見られることである。仰のこの表現は基本的には、例えば「見ら

れることなく見る者であり、聞かれることなく聞く者であり、思われることなく思う者であり、

認識されることなく認識する者である (BAU. 111. 7. 23) J というような、宮坂 [2002]に述

べられるところの「純粋主観としてのアートマン」を説くものであり、渇愛の対象となるもの

への知覚を否定する初期仏教の表現との聞には桜本的な思想の違いがある。しかし、 ChU.VII 

のこの表現のように、【Jpには純粋主観としてのアートマンを説くのとは異なる用法・もある。

この両思想における、いわゆる「見聞党主rJJの表現の閑述性については、紙帽の関係上、別稿

をもって論じることとしたい。
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註

① 図は後藤 [1996]に基づく。本稿に合わせて必要な修正を加えた。

② ただし、 ChUが編纂されたであろう時代からは相当な時間の隔たりがあること、またシャンカ

ラは仏教成立以降の人物であること、そして註釈中に彼の不二一元論的な思想が垣間見えること

にも十分に留意する必要がある。中村 [1990，p. 30J もまたシャンカラ設の重要性を示しつつも

「しかしウパニシャツドの原文の原意を解明するためには、シャンカラの註釈を批判的に検討し、

また異なった諸見解がある場合には適切な選択をしなければならぬJ と述べている。

③ BAU.IV， 4， 25 

sa va e手amahan aja atmajaro 'maro 'mrto 'bhayo brahma I abhayalp vai brahma I 
abhayalp hi vai brahma bhavati ya evalp veda 11 

④ BAU. IV. 4， 6-7などで、 amrtaが「生きている者が死なないこと」ではなく、「一旦死んだ

者が再死することなく、従って地上に再生することがない」という意味で用いられる。後藤

[1996. p. 885]参照。

⑤ 仏教では母胎中と誕生時の苦しみや、または老病死をもたらすものであることと対比させて、

誕生そのものが苦しみであるとされる。加えて、 D智ha-N.治め/a.XIV. 2， 18などでjatiが輪廻の

中での再生という意味で使われることがあり、そのような箇所では、基本的には生の繰り返しを

苦と認識している。後藤 [1996，pp. 883-882]参照。

⑥後藤 [1996.p. 881] 

⑦ BA U.BJz. IV. 4， 25 

Sa va esa mahan aia atmajarQ na jir・yataiti na viparil).amata ity arthaJ:t I豆旦笠旦yasmac
cajaras tasmad amaro na mriyata ity amarab I yo hi j詞ay問r屯at旬ejirya叫teca sa vina旧a話~yatimr匂at恒e 
V泊aI ayalp tv a吋ja剖tv吋ada吋jarat肘vaccav吋in凶1泊as釘iyatωo 't旬aev唱宣旦旦豆辿hI yasm町m泊a討jj拘an凶1討ip戸rヨ油abh片卸1可1ft壮tiぬbhi恒s 
t廿ribhirbhavavikarair varjitas tasmad itarair api bhavavikarais tribhis tatkrtais ca 

kamakarmamohadibhir mftyunlpair varjita ity etat I生担盟 'taeva I yasmac caivalp 
purvoktavise手aQastasmad bhayavarjitaJ:t I bhayalp ca hi namavidyakaryalp， tatkarya-
prati号edhenabhavavikaraprati写edhenacavidyayaJ:t prati伊dhaJ:tsiddho veditavyaJ:t I 
実に、このように偉大で不生のアートマンは老いない、歳をとらないとは、変化しないと

いう意味である。そして、死なない〔とは〕、老いないので、それ故に死なない、つまり死ぬ

ことがないというのがamaraである。なぜなら、生まれて、そして歳をとるようなもの、そ

のものは、滅びる、あるいは死ぬからである。しかし、これ(アートマン)は不生であり、

老いない、つまり不滅のものであるから、それ故に正に不死である。誕生を始めとする三つ

の状態の変化を免れたので、それ故にまた、他の三つの状態の変化と、それによって為され
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た欲望と行為と痴などによる死の本質を免れたもの、というのが趣旨である。これ故に、実

に恐れなきである。そして、前で述べられたような特徴があるから、それ故に恐れを免れた

ものである。そして、恐れとは無知の結果であるから、その〔無知の〕結果の否定と状態の

変化の否定によって無知が否定されることが達成されると知られるべきである。

⑧ 後藤氏は「不生 (aja)Jについてはmahanaja atmaが一品ILの主語であると見なし、これ以外

の四語が死後への恐れに直接関連する特殊な形容表現であると拠えている。また、「恐れなき」と

「病」の対応関係について、後藤氏は BAUのアートマン論では、この世での出米*としての病、

悩みなどはどちらかというと副次的な議論対象に留まっていると見なしうるとしており。後藤

[1996， p. 879，誌15]において「生ー老ー死以外のbhaya.，vyadhi.， soka.の検討はまた別の主題

である。各種のテキストに現われる，いわば.苦悩の一覧表(例えばChUVIII 4，1 Sanatkumara 

の教説中のjara.，mrtyu.， soka.， sulqta.， du宇krta・)の比較検討からも更なる視点が得られると息

われる」と述べている。

⑨ BλU.III， 5，1 
atha hainarp kaholal:t kau頃takeyal:tpapraccha， yajnavalkyeti hovaca 1 yad eva sak号ad
aparok号制brahmaya atma sarvantaras tarp me vyacal王手veti1 句ata atma sarvantaral:t 1 
katamo yajnavalkya sarvantaral:t 1 yo 'sanayapipase sokarp moharp jararp mrtyum atyeti 

I etarp vai tam atmanarp viditva brahma頃り putrai明。ayaSca vittai明頃yasca 
lokai手al)ayasca vyutthayatha bhilq;acaryarp caranti I ya hy eva putrai切りasa vittai切り2
ya vittai号al)asa lokai切りaI ubhe hy e旬時al)eeva bhavatal:t I tasmad brahmal)al:t 
pal)clityarp nirvidya balyena ti科hasetI balyarp ca pal)clityarp ca nirvidyatha muniり|
amaunarp ca maunarp ca nirvidyatha brahmal)al:t 1 sa brahmal)al:t kena syad， yena syat 
tenedrsa eva 1 ato 'nyad artam 1 tato ha kaholal:t kau斜takeyaupararama 11 

⑬ BAU.Bh. III， 5， 1 

asitum icch蛍盟主主 patumiccha単盛主主|… Sokammoha!!! soka iti kamal:t 1 i科arp
vastuddisya cintayato yad aramal)arp tat tr号l)abhibhutasyakamabijarp， tena hi kamo 

dipyate I mohas tu viparitapratyayaprabhavo 'viveko bhramaり1sa cavidya sarvasyanar. 

thasya prasavabijam I…jareti karyakaral)asarpghataviparil)amo valipalitadilingal:t 1 
mrtyur iti tadvicchedo viparil)amavasanal:t 1 tau jaramrtyy sariradhikaral)av坐巴豆|
食べることを欲しているのが飢えであり、飲むことを欲しているのが渇きである。〈中略〉

憂苦を、痴を、憂苦とは欲望である。求められる事物について考えている者にとって喜ばし

くないもの、それは渇愛に支配された者にとっての欲望の種である。なぜなら、それによっ

て欲望は燃え上がるからである。一方、痴とは誤った観念から生じるものであり、識別力の

不足であり、迷妄である。そしてそれ(痴)は無知であり、一切の無益なものを生み出す種

である。〈中略〉老いとは、行為と器官の集合体の変化であり、しわや白髪などの特徴を有す

るものである。死とは、その停止であり、変化の終わりである。そのような老いと死という、

身体を基体とするものを越える。

⑪ ChU.IV， 15. 1 

ya eso 'k号il)ipuru号odrsyata e号aatmeti hovaca 1 etad amrtam abhayam etad brahmeti 

1 tad yady apy asmin sarpir vodakarp va si白cativartmani eva gacchati 11 

⑫ ChU.Bh. IV. 15， 1 

etad amrtam amaralJadharmy avinasyata evabhayam yasya hi vinasasauka tasya 

bhayopapattis tadabhavad abhayam ata evaitad brahma brhad anantam iti 1 
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それは不死である。死なない特性を有する者は、正に不滅であるから、恐れなきものであ

る。実に、滅亡する恐れがあるものには、恐れの発生がある。それ(滅亡する恐れ)が非存

在であるから恐れない。正に、それ故にそれはブラフマンであり、広大で終わりなきもので

ある。

⑬ ChU. vm. 1， 5 
nasya jarayaitaj jiryati na vadhenasya hanyate I etat satyarp brahmapuram asmin 
kama1). samahita1). I e号aatmapahatapapma vijaro vimrtyur visoko vijighatso 'pipasa1). 
satyakama1). satyasarpkalpa1). I 

⑪ 揚悶 [2000，p. 646J、岩本 [2013，p. 168] 

⑬ ChU.BIz. vm， 1， 5 
呈笠呈 dehasyajaravaitaQ yathoktam antarakMakhyarp brahma yasmin sarvarp 

samahitarp .!!a jirvat! dehavan na vikriyata ity artha1). I旦豆 casvavadhena sastradigh-
atenaitad dhanvat~ yathakasarp kim u tato 'pi suk号mataramasabdam asparsarp brahma 

dehendriyadido号airna sprsyata ity artha1). I … apahatapãpm~ I apahata1). papma dharmad・
harmakhyo yasya so 'yam apahatapapma I tatha豆担盟 vigatajaroy_imrtvus ca I tad 
l耐 arppurvam eva .!!a vadhenasya hanyat!! iti I kimartharp punar ucya旬 Iyady api 
dehasarpbandhibhyarp jaramrtyubhyarp na sarpbadhyate 'nyathapi sarpbandhas tabhyarp 

syad ity asailkanivrttyartham I豆色也 vigatasokaりIsoko name許制iviyoganimitto
manasa与sarptapa1).I y_iji~hatsQ vigatasaneccha1). I迎担盆旦'paneccha1).I…satya avitatha1). 
kama yasya so 'yarp 2atyakamah I vitatha hi sarpsariQarp kama1). I isvarasya tadviparit功
I tatha kamahetava1). sarpkalpa api泊 tyayasya sa ~atyasamkalpabl 
その、身体の、老いによって、それは、前述の、そこにおいて一切が含まれているような、

内部の虚空であるブラフマンは、老いない、身体の如くには変化しないという意味である。

そしてその殺害によって、刀などによる殺害によって、それは殺されない。虚空のような、

より徴紺!な、言葉で表せない、触れられないプラフマンを、身根などの欠陥によって触れら

れることはないという意味である。〈中略〉悪が打ち払われた。その者において正義と不正と

呼ばれる諸々の悪が打ち払われた。そういう者が惑が打ち払われた者である。同様に、不老

で、老いを離れた、そして不死である。正にそのことが前に述べられた。「その殺害によって

殺されない」と。何のために再ぴ述べられるのか。もし、〔プラフマンが〕身体に結びついて

いる老いと死と結びつけられないとしても、他の方法によって、それら二つとの結合が生じ

るだろうという疑いを取り除くためである。憂苦のない、憂苦を離れたものである。憂苦と

は、求められたものなどに〔手が〕届かないことを原悶とする心の苦痛である。飢えること

がない、食物を欲することから離れた。渇くことがない、飲み物を欲することがない。〈中

略〉真実の、つまり虚偽ではない欲望を有するもの、それがこの真実の欲望を有するもので

ある。なぜなら、輪廻する者たちの欲望は虚偽だからである。自在者にとっては、その逆の

ものである。同様に、〔真実の〕欲望を原因とする意図もまた真実であり、それを有するもの、

それが真実の意図を有するである。

⑬ CIzU. vm， 4. 1 
atha ya atma sa setur dhrtir e与arplokanam asarpbhedaya I naitarp setum ahoratre 
tarato na jara na mrtyur na soko na sukrtam na du号krtarpI sarve papmano 'to nivartante 
I apahatapapma hy 句abrahmaloka1). 11 

⑫ ChU.Bh.¥'II1. 4， 1 
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ata evainarp旦且盛 taratina prapnoti 1 tatha !!a mrtyur na ~oko na sukrtam na 

duskrta!!! sukrtadu号krtedharmadharmau 1 praptir atra taral)a~abdenãbhipretã nati. 

kramar:Iam 1 karal)arp hy atma 1 na ~akyarp hi karal)atikramal)arp karturp karyel)a 1 
ahoratradi ca sarval'}1 satal;t karyam 1 anyena hy anyasya praptir atikramal)arp va kriyeta 

1 na tu tenaiva tasya 1 na hi ghatena mrtprapya旬 'tikramyateva 1 

正にそれ故に、それ(アートマン)を老いは越えない、つまり到達しない。同様に、死、

憂苦、善行、悪行は〔越え〕ない。普-行と悪行とは、正義と不正である。到達とは、ここで

は越えるという言葉によって意味されるものであり、超越することがないということである。

なぜなら、アートマンは原因だからである。なぜなら、結果が原凶を超越することはできな

いからである。そして、昼と夜など、一切は有なる〔アートマン〕の結果である。実に、他

のもの (X) によって、他のもの (Y)の到述あるいは超越することが為されるかもしれな

いが、正にそれ (X) によってそのもの (X)の〔到達あるいは通り抜けること〕は為され

ないからである。例えば、粘土は壷によって到達される、あるいはjillり抜けられることはな

いのである。

⑬ 「正義と不正 (dharmadharma)JはChU.VIIにも見られる。これをシャンカラ (ChU.Bh.VII， 

7， 1)は「聖典で実証されたもの(錯strasiddhau)J としている。

⑬ ChU. VII1. 7， 1 

ya atma apahatapapma vijaro vimrtyur visoko vijighatso 'pipasal;t satyakamaり

satyasarpkalpal;t so 'nve科avyal;tsa vijijnasitavyal;t 1 sa sarvãrp~ ca lokan apnoti sarvarps 
ca kaman yas tam atmanam anuvidya vijanatiti ha prajapatir uvaca 11 

@ シャンカラはこれらについて前述と大きく変わることは述べていない。

@ ChU.VII， 1. 3 
so 'harp bhagavo mantravid evasmi natmavit 1 srutar}1 hy eva me bhagavaddrsebhyas 

tarati sokam atmavid iti 1 so 'harp bhagaval;t ~ocãmi 1 tarp ma bhagavan chokasya pararp 

tarayatv iti 1 

⑫ ChU.Bh. VII， 1， 1 

na sato 'rvagvikaralak$al)ani tattvani nirdi号明nityatas tani namadini pral)antani 

kramel)a nirdi~ya taddvarel)api bhumakhyarp niratisayarp tattvarp nirdek$yamiti sak. 

hacandradarsanavad itimarp saptamarp prapathakam arabhate 1 

(ChU. VIでは〕実在について、此停がJな変異を特徴とする諸々の真実が示されたのではな

い。というわけで次に、名称を始めとし、生気を終わりとするそれら〔の諸々の真実〕を順

に示し、それによってまた、豊富という名の故高の真実を示そう。というわけで、月を指す

指を見るようなものであるこの第七草を始める。

@ Narada:①“the name of mythical seer" in the Atharva Veda，②“conjunction with Parvata 

as priest of Hariscandra， as teaching Somaka Sahadevya and as anointing Amba$thya and 

Yudharpsrau$ti" in the Ailaliの'aBrahma1Ja，③“teacher" in the Maitliめ仰iSa1?lhita，④“a pupil 

of Brhaspati" in the Samavidhana Brahma1J.a. (Vedic index 01 names and subjec台vol.1 ， p. 445) 

@ このサナット=クマーラは ChU.刊， 26， 2においてスカンダ (skanda) と呼ばれる。 A dic・

tionaηI 01 Hinduismによるとスカンダは rjl仰11(The god of war) J を怠l床する言葉であり、こ

れによりサナット=クマーラはクシャトリヤであるとされる。けれども、 ChU.VIlではそこまで

の意味は見出せない。シャンカラは「最高の修行者であり、最も神聖な者 (yogi~vara brahmi特・

ha)Jと解釈している (ChU.Bh.VII， 1， 1)。また、宇井 [1982①， pp. 126-128]によって党天
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サナンクマーラ (Sanamkumara)との関連性が指摘されており、今西 [1979，p. 28Jはそれを

受けてサナット=クマーラは「仏教などとも思想的に近く、ヨーガ的修行を重んじているJ 人物

であると推測している。

@ リグ・ヴェーダ(J;g-veda)、ヤジュル・ヴェーダ (yajur-veda)、サーマ・ヴェーダ (sama-

veda)、アタルヴァ〔・ヴェーダ)(atharvaI)a)、伝説や古翻 (itihasapuraI)a)、ヴェーダの中の

ヴェーダ (vedanarpveda)、祖霊祭 (pitrya)、算術 (raSi)、占卜術 (daiva)、年代術 (nidhi)、

討論術(vakovakya)、処世術 (ekayana)、神の知識 (devavidya)、プラフマンの知識 (brah.

mavidya)、精霊の知識 (bhutavidya)、兵法の知識 (k明travidya)、天体の知識 (nak明travi・

dya)、蛇とその群れの知識 (sarpadevajanavidya)の18積。当時はこの18種が権威ある学問とさ

れていたのであろう。 18(ないし14)種の学問を権威あるものとして設定する思想については宇

井 [1982②， pp. 428-470Jに詳しい。

⑧ ChU. VII. 26. 1 

tasya ha va etasyaivarp pasyata evarp manvanasyaivarp vijanata atmataQ praI)a atmata 

asatmataQ smara atmata akaSa atmatas teja atmata apa atmata avir七havatirobhavav

atmato 'nnam atmato balam atmato vijnanam atmato dhyanam atmatas cittam atmataQ 

sarpkalpa atmato mana atmato vag atmato namatmato mantra atmatal) karmaI)y atmata 

evedarp sarvam iti 11 

実に、このように見て、このように思っていて、このように認識するその者のアートマン

から生気が〔生ずる〕、アートマンから希望が、アートマンから記憶が、アートマンから虚空

が、アートマンから熱が、アートマンから水が、アートマンから顕現と消滅の二つが、アー

トマンから食物が、アートマンから力が、アートマンから認識が、アートマンから熟慮が、

アートマンから心が、アートマンから意図が、アートマンから意が、アートマンから言語能

力が、アートマンから名称、が、アートマンから諸聖句が、アートマンから諸々の行為が、実

に、アートマンからこの一切が〔生ずる〕。

⑫ II~村 [1990 ， p. 343Jは、 r(l)当時までの諸思想・諸原理についての段階的位置づけがなされ

ている。 (2)これらの諸思想・諸原理を一概に排斥しないで、それらの段階的意義、部分的真理

性を承認している。 (3)最高原理の立場は、それらをすべて包容し、生かすものである。この立

場を徹底すると、異端でさえも生かされることになる」と述べ、これは後代のヴェーダーンタ哲

学などに継承される思惟方法であるとしている。

@ なお、ここではこれまでの教説には出てこなかった「顕現と消滅 (avirbhava-tirobhava)Jが

説かれる。シャンカラの註釈には「実在するアートマンを知るより前では、自身のアートマンと

は別の存在から、生気に始まり名称に終わるものの発生と消滅が存在した (praksadatmavij-

nanat svatmano 'nyasmat sataりpraI)aderpraI)ader namantasyotpattipralayavabhutam) J と
あるため、アートマン→生気→希望→記憶→虚空→熱→水→(顕現と消滅→)食物→力→認識→

熟成→忠→意図→意→言語能力→名称→諸聖句→諸々の行為のー述の流れにおける、各項目の顕

現と消滅を表しているとも理解できるが、定かではない。

@) ChU. VII， 26. 2 

tad e号aslokal) I 
na pasyo mrtyurp pasyati na rogarp nota dul)khatam I 
sarvarp ha pasyaQ pasyati sarvam apnoti sarvasal) I iti I 

@ BrahmasiUra.I， 3， 8-9の註釈において、シャンカラは ChU.Vllで説かれる豊富は「最高我

(paramatman) J (訳語は金合 [1980①， pp. 199-207Jより)のことであると解釈している。な
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お、 BrahmasiUra.1 ， 3， 8 -9自体では、盟諸はブラフマンであるとされる。 Brahmas17traはブ

ラフマンについての考究が為される文献であるため、最高我と閑辿づけてそのように解釈してい

るのであろう。けれども ChU.VIIのみで見ると、盟富はアートマンであるということは読み取れ

るが、ブラフマンであると明言されているわけではない。また ChU.VIIはアートマンの教説を求

める内容であるため、豊富をプラフマンと捉えるのは難しいように忠われる。

⑪ ChU.Bh.刊， 26， 2 

kinca tad etasminn artha esa sloko man廿o'pi bhavati I !!a pasyah pasyatIti pasyo 
ya出oktadarsi vidvan ity arth功 l!!l旦迎盟 marar.larp ro但旦 jvaradi Quhkhatam 
du与khabhavarpcapi na pasyati I .earvam ha sarvam eva sa pasyah pas:'，叫va tmanam eva 
sarvarp tatal;l，.earvam apnoti sarvasah sarvaprakarair iti I 

@ ChU. VIlI. 4， 2 

tasmad va etarp seturp tirtva andhal;l sann anandho bhavati I viddhaりsannaviddho 
bhavati I upatapi sann anupatapi bhavati I 
それ般に、この隔壁(=アートマン)を超えたとき、盲目である人は育目でない人となる。

傷つけられた人は傷つけられていない人となる。病に苦しんでいる人は病に苦しまない人と

なる。

ChU.Bh. VlII. 4. 2 

ta出盟坐盈!rogadyupatapavan .eann anupatap1 bhavati I 
同様に、病に苦しんでいる人、病気などで苦しむ人は病に苦しまない人となる。

@ BλU. IV. 4， 14 
ihaiva santo 'tha vidmas tad vayarp na ced avedir mahati vina~til;l I ye tad vidur amrtas 
te bhavanty athetare dul;lkham evapiya凶 11

実に、この世に存在しているそのときに私たちはそれ (BAu.IV.4におけるアートマンの

教説)を知る。そうでないならば、無知という大きな損失がある。そのように知る者たちは、

彼らは不死となる。しかし、反対の者たちは苦しみにのみ到達する。

ここでのduhkhaは「不死 (amrta)Jの逆の怠味で使われているので、輪廻することによって

生じる苦であると忠われる。なお、シャンカラ (BAU.Bh.IV.4. 14)はこのduhkhaを「誕生

と死などを特徴とするもの (janmamaraQadilak手引lam)Jと解釈している。

@ 中村 [1980.p. 14JはBλU.IV.4. 14に現われる dul;lkhaを挙げ、これについて「ヴェーダ

聖典一般の思想に反逆している部分である」と述べているが、 ChU.VIIには言及していない。

@ Vinaya， 1に説かれる初転法輸の教説は、他で説かれるものに比べて古い形を保っているとさ

れている。水野 [1996Jによると、初転法輪(ここでは、四諦説だけのもの、中道説と四諦説を

含むもの、 1.11道説と四諦説と五趨無我説とを合むものを一括して『転法輪経』として扱っている)

を説く『転法輪経』は23種類ある。水野氏はこれらを 8種(①パーリ(南方上座部に属する)の

もの、②五分律における化地部のもの、③四分~I!における法j蹴古I~のもの、④説一切有部のもの、

⑤説出世部の党文 r大事JMahavastuにおけるもの、⑥党文Lalitavistanraにおけるもの、⑦

r増ー阿合』のもの、⑧ r過去現在因果経』のもの)に類別し、 Vinaya.Iを合む①の T転法輪

経」と、②、③について、「以上の三者はともに古形を伝えており、中でもパーリのものは、新し

い挿入はl時にあるとしても、{也の部il~のものに比して、比較的純粋な形をたもっているようであ

る。(同 [1996，p. 258J) Jと述べている。

⑮ Vinaya， 1 . 6， 18 (cf. Smflyutta.N;放のα，V，12， 2. 1) 

idarp kho pana bhikkhave dukkham ariyasaccarp， jati pi dukkha， jara pi dukkha， vyadhi 
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pi dukkha， maral)am pi dukkharp， appiyehi sampayogo dukkho， piyehi vippayogo dukkho， 

yam p' iccharp na labhati tam pi dukkharp， sarpkhittena panc' upadanakkhandha pi 

dukkha 11 

@ ChU.Bh. V11， 24， 1 

tasmat sarpsaravyavaharo bhumni nastiti samudayarthal) 1 

それ故に、輪廻の振る舞いは豊富においてはないというのが全体的な意味である。

@ 後藤 [1996]の表に倣って、筆者が作成。

@ A.N. III， 38 (A.N. III. 11伽ゆ'ala，4. Devadt7fa叫 "&0，8) 

tassa mayharp bhikkhave evarupaya iddhiya samannagatassa evarupena ca accantasu. 

khumalena etad ahosi : a田utavakho puthujjano attana jaradhammo samano jararp 

anatito pararp jIl:n:tarp disva attiyati harayati jigucchati attanaIJl yeva atisitva 1 aham pi 

kho 'mhi jaradhammo jaraIJl anatito， ahan c' eva kho pana jaradhammo samano jararp 

anatito pararp jil)l)arp disva attiyeyyarp harayeyyarp jiguccheyyarp 1 na me taIJl assa 

patirupan ti 1 ta邸amayharp bhikkhave iti patisancikkhato yo yobbane yobbanamado so 

sabbaso pahiyyi 1 

assutava kho puthujjano attana vyadhidhammo samano vyadhirp anatito paraIJl 

vyadhitarp disva attiyati har匂ratijigucchati at同narpyeva atisitva 1 aham pi kho 'mhi 

vyadhidhammo vyadhiIJl anatito， ahan c' eva kho pana vyadhidhammo samano vyadhirp 

anatito pararp vyadhitarp disva attiyeyyaIJl harayeyyarp jiguccheyyarp 1 na me taIJl a回a

patirupan ti 1 tassa mayhaIJl bhikkhave iti patisancikkhato yo arogye arogyamado so 

sabbaso pahiyyi 1 

assutava kho puthujjano attana maral)adhammo samano maral)aIJl anatito paraIJl 

mataIJl disva attiyati harayati jigucchati attanarp yeva atisitva 1 aham pi kho 'mhi 

maral)adhammo maral)arp anatito， ahan c' eva kho pana maral)adhammo samano 
maral)arp anatito paraIJl matarp disva attiyeyyarp harayeyyarp jiguccheyyarp 1 na me taIJl 

assa patirupan ti 1 tassa mayharp bhikkhave iti patisancikkhato yo jivite jivitamado so 

sabbaso pahiyyi ti 1 

⑬ 中村 [1974，p. 70] 

@紙幅の関係上、本稿では A.Nまでしか触れられなかったが、プッダの苦の観念についてさら

に遡ると、 Suttanipata(以下Sn)， III， 8において「老J と「死Jの克服が説かれる。

Sn.lII， 8， 8 

Evam abbhahato loko maccuna ca jaraya ca， tasma dhira na socanti viditva 

lokapariyayarp " 
このように、世間は死と老いによって害されている。それ故に、賢い者たちは世間の成り

行きを知っても悲しまない。

ここには「病」は見られないが、前述の通り「老」と「死」はE瓦U、ChUにおいて共通して

見られる苦の観念である。また、これらの苦の克服のために「憂い (soka)J を越えることを説

いており (Sn.III， 8. 20)、その点は ChU.Vllと共通する。

また、 Paramatthajotika(以下巧)，明日.588 (Sn.皿， 8， 15に対する註釈)では世間において

思い通りにならないことの例として「死」と「病」の言及がある。

Pj. V1s， 588 

yena yen~ ti yenakarena mani可anti:‘dighayukobhavissati， arogo bhavissati' ti，旦包主主旦
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迫包生量yeva恒且， so evarp mannito marati pi rogi pi hoti I 
どれだけとは、どのような在り様によって、「長寿でありますように。無病でありますよう

に」と思っても、実にそれとは異なるものになる。このように忠われた彼は死にもし、病気

にもなる。

⑫ ChU.刊.24， 1 

yatra nanyat pasyati nanyac chr;-r:lOti nanyad vijanati sa bhuma I atha yatranyat pasyaty 

anyac ChglOty anyad vijanati tad alpam I yo vai bhuma tad amrtam I atha yad alparp tan 

martyam I sa bhagaval) kasmin prati科hitaiti I sve mahimni yadi va na mahimniti 11 

そこにおいて他のものを見ず、他のものを聞かず、他のものを認識しない、それは豊富で

ある。一方、そこにおいて他のものを見て、他のものを聞き、他のものを認識する、それは

僅少である。実に、豊富であるものは不死のものである。しかれば、僅少なものは死すべき

ものである。

(ナ)r尊師よ。それ(盟笛)は何を拠り所としているのか」と。

(サ)r自分自身の偉大さにおいてか、又は〔自身の〕偉大さにおいてでない場合もある」と。

@ ChU.Bh. VII， 24， 1 

kirplak切りo'sau bhumety aha -Y.延rayasmin bhumni tattve旦包工呈昼dra科avyamanyena 

karaQena dra号tanyovibhakto dr;-syat盟盆邑iI tatha nanyac chrnoti I namarupayor 
evantarbhavad vi~ayabhedasya tadgrahakayor eveha darsanasravaQayor grahaQam 

anye手arpcopalak~a早ãrthatvena I mananarp tv atroktarp dra科avyarpnanyan manuta iti I 
prayaso mananapurvakatvad vijnanasya I tatha nanyad vijanati I evarplak切りoyal)謹

也担星|
その豊富は何を特徴とするのか、と彼は言った。もし、豊富という真実があるとき、他の

ものを、他の手段(感覚器官)によって見られるべきものを、見られるべきものから分離さ

れた、別の見る者は、見ない。同様に、他のものを聞かない。実に、個々の対象は名称と外

見の内側にあるから、それ(側々の対象)を従えるもの、ここでは、見ることと聞くことの

みの言及がある。そして、それ以外(触党、暁覚、味覚) (の言及〕は、比日命的表現の対象に

よる。しかし、この場合、思うことも言われていると見るべきである。「他のものを忠わな

い」というようにである。一般に、思考は認識に先行する性質があるから。同様に他のもの

を認識しない。このように特徴付けられた者、彼は豊富である。

vi-.Jjnaと.JmanはChU.VIIにおいてそれぞれVlI.3と刊， 7で説かれ、 vijnaQaの方がmanas

よりも偉大であるとされる。聞に sarpkalpa、citta、dhyanaを挟みつつ、 vijnaQaの方がより根

源的な段階の位置づけが為されている。シャンカラはmanasを「考えることによって限定された

内的器官 (manasyanavisi~tam antal)karar:tarp) J とし、 vijnaQaを「聖典の意味を対象とする識

(sastrartha vi手ayarpj白anarp)J としている。

⑪ 古ウパニシャツドではこの他にも見聞覚知を附いた表現が見られる (BAU.III， 4， 2、7，23、

8， 11、ChU.VII， 9. L PraSna. Up. IV， 9)。これについて宮坂 [2002，pp. 420-422JはBλU.III

とSn.Vにおいてそれぞれ見られるこの表現に者目し、その教説を比較した。結果として、両者

は類似の表現ではあるけれども、アートマンを説くウパニシャツドと無我を説く仏教との基本的

な立場の違いがあるとしている。


